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渡
辺
崋
山
先
生
の
顕
彰

公
益
財
団
法
人
崋
山
会
理
事
長
　
鈴
　
木
　
　
愿

財
団
法
人
崋
山
会
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
「
崋
山
会
」
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三

年
（
一
九
八
八
）
四
月
、
財
団
法
人
崋
山
会
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
、
当
時
、
建
設
計
画
が
始
ま
っ
た
田
原
町
博
物

館
と
共
に
、
崋
山
先
生
の
顕
彰
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
は
、
公
益
財
団
法
人
の

認
可
を
受
け
、
六
月
に
財
団
法
人
崋
山
会
理
事
長
白
井
孝
市
の
後
を
受
け
、
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

『
崋
山
会
報
』
紙
上
で
皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
・
県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
「
渡
辺
崋
山
の
優
れ
た
武
士
、
文
人
、
画
家
、
経
世
家
、
憂
国
の
先
覚
者
と
し
て
の

活
躍
を
顕
彰
す
る
た
め
、
そ
の
生
涯
に
お
け
る
活
動
の
記
録
そ
の
他
関
係
資
料
を
調
査
、
研
究
し
、
広
く
一
般
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、
崋
山

の
遺
徳
を
継
承
し
て
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
い
う
目
的
は
財
団
法
人
の
時
と
同
じ
で
す
。

田
原
の
地
に
お
き
ま
す
渡
辺
崋
山
先
生
の
顕
彰
活
動
の
始
ま
り
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
崋
山
五
十
年
祭
で
し
た
。
明
治
十
九
年
、

旧
田
原
藩
士
族
の
金
田
正
名
（
一
八
五
〇
～
一
九
四
〇
）
氏
が
惣
代
と
な
り
、「
崋
山
翁
紀
念
碑
建
設
旨
趣
」
を
発
行
し
、
寄
付
金
募
集
と
碑
建

設
の
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
愛
知
県
知
事
、
勝
間
田
稔
（
一
八
四
三
～
一
九
〇
六
）
氏
が
「
三
河
地
方
で
碑
を
建
て
る
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
渡
辺
崋
山
翁
の
も
の
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
以
後
、
崋
山
先
生
が
晩
年
を
暮
ら
し
た
池
ノ
原
公
園
の
整
備
、『
崋

山
全
集
』
等
刊
行
物
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
財
団
法
人
と
な
っ
て
か
ら
は
、
崋
山
先
生
の
代
表
作
『
一
掃
百
態
』
の
複
製
作
成
や
伝
記

本
で
あ
る
『
崋
山
渡
辺
登
』『
少
年
物
語
渡
辺
崋
山
』
の
刊
行
で
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
崋
山
先
生
の
姿
を
皆
様
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
て
参

り
ま
し
た
。
崋
山
先
生
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
年
十
月
か
ら
『
崋
山
会
報
』
を
年
に
二
回
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
国
の
崋
山

研
究
者
の
方
や
崇
敬
者
の
方
々
を
結
ぶ
機
関
誌
と
し
て
、
崋
山
・
史
学
研
究
会
と
田
原
市
博
物
館
の
編
集
で
、
皆
様
方
の
手
元
に
お
届
け
で
き

る
こ
と
は
、
当
公
益
財
団
法
人
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
崋
山
先
生
生
誕
二
百
二
十
年
で
あ
り
、
児
童
で
も
使
え
る
崋
山
会
館
や
田
原
市
博
物
館
周
辺
を
探
訪
す
る
た
め
の
『
渡
辺
崋

山
史
跡
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
田
原
市
も
参
加
し
て
い
る
嚶
鳴
協
議
会
で
、
七
月
に
開
催
し
た
こ
ど
も
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
沖
縄

市
に
『
少
年
物
語
渡
辺
崋
山
』
で
学
習
し
た
児
童
が
参
加
し
、田
原
市
の
誇
る
偉
人
で
あ
る
崋
山
先
生
の
志
と
行
動
力
を
発
信
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
学
習
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、
田
原
市
民
ま
つ
り
で
も
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
地
元
小
学
生
に
よ
る
崋
山
先
生
を
題
材
に
し
た
作
文

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
益
財
団
法
人
と
し
て
今
後
も
な
お
一
層
、
渡
辺
崋
山
先
生
の
顕
彰
活
動
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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山
本
雄
二
郎
。
三
年
前
に
新
宿
で
永
眠

し
た
田
原
の
大
先
輩
で
す
。
享
年
79
歳
。

こ
じ
れ
き
っ
た
流
血
の
成
田
空
港
問
題
を

収
束
さ
せ
た
人
物
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
葬
儀
に
は
千
余

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
挨
拶
は
千
葉
県
知

事
、
元
運
輸
事
務
次
官
ら
が
行
い
、
空
港

反
対
同
盟
の
人
達
も
多
く
列
し
ま
し
た
。

そ
の
山
本
の
生
涯
を
ま
ず
は
葬
儀
の
案
内

状
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
山
本
雄
二
郎
先
生
は
愛
知
県
渥
美
半

島
に
生
ま
れ
、
早
稲
田
大
を
卒
業
し
産
経

新
聞
の
政
治
部
の
記
者
と
し
て
活
躍
。
退

職
後
、
高
千
穂
商
科
大
教
授
と
し
て
教
育

に
携
わ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
航
空
政
策

研
究
会
の
事
務
局
長
と
し
て
新
た
な
航
空

政
策
を
発
表
し
、
更
に
は
福
島
空
港
、
北

九
州
空
港
、
中
部
国
際
空
港
な
ど
日
本
各

地
の
空
港
整
備
に
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

何
と
い
っ
て
も
、
先
生
が
航
空
界
に
そ

の
名
を
残
し
た
の
は
成
田
空
港
で
あ
り
、

先
生
抜
き
に
は
成
田
問
題
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
61
歳
の
時
に
学
識
経
験
者
と
し
て
成

田
空
港
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
円
卓
会
議

に
参
加
し
、
20
数
年
対
立
し
て
い
た
反
対

同
盟
と
国
側
を
和
解
へ
と
導
い
た
の
で

す
。
そ
の
後
も
共
生
委
員
会
の
代
表
と
し

て
空
港
と
地
域
の
架
け
橋
と
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
成
田
空
港
は
「
地
域
の
大
切

な
資
源
」
と
言
わ
れ
、
わ
が
国
最
大
の
国

際
拠
点
空
港
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

先
生
の
「
共
生
か
ら
共
栄
へ
」
と
い
う
理

念
を
受
け
継
ぎ
、
成
田
空
港
を
将
来
に
わ

た
っ
て
国
民
や
地
域
に
愛
さ
れ
る
空
港
に

育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」。

山
本
に
は
亡
く
な
る
直
前
ま
で
の
20
数

年
、
昼
夜
Ｓ
Ｐ
（
特
別
警
護
）
が
配
さ
れ

ま
し
た
。
過
激
派
の
テ
ロ
の
脅
威
に
常
に

晒
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
に
も
拘
ら
ず
実

に
足
繁
く
成
田
に
通
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

山
本
を
読
売
新
聞
は
「
成
田
に
招
か
れ
た

人
柄
」
と
追
悼
し
、
朝
日
新
聞
は
「
成
田

に
泥
臭
く
寄
り
添
い
続
け
た
」
人
物
と
称

賛
し
ま
し
た
。

山
本
は
な
ぜ
そ
こ
ま
で
献
身
的
で
あ
っ

た
の
か
。
関
心
を
持
っ
た
私
は
彼
の
足
跡

を
追
い
、
こ
の
春
に
『
成
田
の
大
地
と
渥

美
の
空
と
―
評
伝
・
山
本
雄
二
郎
』（
産

経
新
聞
出
版
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
は
、
山
本
の
行
動
に
は
郷
土
の
風
土

と
崋
山
と
岡
田
虎
二
郎
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
に
気
付
き
、
大
い
に
興
奮
す
る
の
で

す
。「

渥
美
半
島
の
自
然
の
中
で
育
っ
た
僕

は
、
反
対
派
が
持
つ
土
の
感
覚
が
自
分
と

似
て
る
と
思
っ
た
」（
朝
日
新
聞
）
と
山

本
は
語
っ
て
い
ま
す
。
現
に
渥
美
半
島
の

「
寄
り
合
い
」
の
風
習
な
ど
を
例
に
、
政

府
と
農
民
に
じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
説
き
続
け
ま
し
た
。
ま
た
成
章

中
学
校
時
代
に
学
ん
だ
崋
山
の
領
民
へ
の

精
緻
な
配
慮
を
、
そ
の
ま
ま
山
本
は
成
田

の
農
民
へ
の
接
し
方
の
基
本
と
し
ま
し

た
。
加
え
て
驚
か
さ
れ
た
の
は
静
坐
法
の

岡
田
虎
二
郎
の
存
在
で
す
。
成
田
の
反
対

派
農
民
に
と
り
、
土
地
収
用
に
苦
し
め
ら

れ
た
足
尾
鉱
毒
事
件
（
明
治
30
年
代
）
は

成
田
闘
争
と
二
重
写
し
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
反
対
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
農
民

か
ら
義
人
と
称
さ
れ
た
田
中
正
造
。
そ
の

正
造
が
心
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
の
が
何

と
田
原
の
岡
田
虎
二
郎
で
あ
っ
た
の
で

す
。
山
本
は
こ
う
し
た
時
空
を
超
え
た
田

原
と
成
田
の
結
び
つ
き
に
驚
き
、
そ
の
不

思
議
な
縁
を
自
ら
の
運
命
と
し
て
、
時
に

苦
境
で
沈
み
か
ね
な
い
気
持
ち
を
奮
起
さ

せ
て
い
た
の
で
す
。

山
本
雄
二
郎
と
い
う
人
物
だ
け
で
な

く
、
渥
美
半
島
の
風
土
と
崋
山
、
虎
二
郎

の
存
在
が
国
家
的
難
題
で
あ
っ
た
成
田
問

題
を
収
束
さ
せ
た
と
考
え
る
と
、
実
に
痛

快
と
い
う
外
あ
り
ま
せ
ん
。

崋
山
、虎
二
郎
、そ
し
て
山
本
雄
二
郎

田
原
市
教
育
長
・
田
原
市
博
物
館
長

嶋
津
隆
文

（
松
蔭
大
学
客
員
教
授
）
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風
竹
図　

個
人
蔵

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

絹
本
墨
画

縦
一
三
九
・
四
㎝
×
横
八
四
・
八
㎝

左
か
ら
の
風
を
受
け
る
竹
を
描
く
。
鄭

板
橋
（
一
六
九
三
〜
一
七
六
五
）
の
詩
を

引
用
し
て
画
賛
と
し
て
い
る
。
崋
山
が
描

く
竹
の
図
に
添
え
ら
れ
る
詩
と
し
て
は
「
鄭

老
畫
蘭
不
畫
土　

有
為
者
必
有
不
為　

酔

来
寫
竹
似
蘆
葉　

不
作
鴎
葉
無
節
枝
」
が

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
鄭
板
橋
は

墨
竹
・
墨
蘭
を
得
意
と
し
た
清
の
文
人
画

家
で
あ
り
、
地
方
代
官
と
し
て
窮
民
救
済

を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
こ
の
画
を

求
め
た
吉
沢
松
堂
（
一
七
八
九
〜
一
八
六

六
）
に
、
そ
の
意
を
汲
み
、
貧
し
き
者
を

庇
護
せ
よ
と
の
意
味
を
込
め
て
い
る
。
賛

は
七
言
絶
句
で
、「
衙
斎
臥
聴
蕭
々
竹　

疑
是
民
間
疾
苦
声　

些
小
吾
曹
州
県
吏　

一
枝
一
葉
総
関
情
」
と
あ
る
。『
佐
野
市

立
吉
澤
記
念
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
』

「
吉
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
近
世
絵
画
｜
文

人
画
を
中
心
に
」（
河
野
元
昭
氏
）
に
よ

れ
ば
、
そ
の
意
味
は
「
役
所
の
部
屋
で
横

に
な
り
、
風
に
鳴
る
竹
の
さ
み
し
い
音
を

聴
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
人
々
が
発

す
る
悲
し
み
の
声
の
よ
う
だ
。
下
級
と
は

い
え
、
わ
れ
わ
れ
は
地
方
官
な
の
だ
。
竹

の
一
枝
一
葉
が
、
み
な
気
に
か
か
る
。」

と
い
う
も
の
。

ま
た
、
賛
文
の
次
に
、「
余
以
不
敏
参

藩
政
時
天
保
七
年
大
風
雨
火
八
年
又
風
大

饑
民
飢
我　

君
発
稟
賑
済
無
一
餓
莩
可
謂

仁
政
余
毎
読
此　

詩
警
省
以
自
勗
恐
有
溺

其
職
也
松
堂
望
発
索
画
并
録
之　

松
堂
佐

野
農
人
富
而
好
義
若
推
此
意
以
庇
貧
者
我

画
不
啻
風
竹
也
」
と
添
え
ら
れ
る
。
こ
ち

ら
の
意
味
は
「
私
に
は
才
能
も
な
い
が
、

藩
政
に
携
わ
っ
て
き
た
。
天
保
七
年
に
は

台
風
、
翌
八
年
に
ま
た
台
風
が
き
て
大
飢

饉
と
な
り
、
人
々
は
飢
え
に
苦
し
ん
だ
。

我
が
藩
主
（
三
宅
康
直
）
は
米
蔵
を
開
い

て
こ
れ
を
救
済
し
た
の
で
、
一
人
の
餓
死

者
も
出
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
仁
政
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
は
つ
ね
に
こ
の
詩

を
読
ん
で
戒
め
と
し
、
地
位
に
安
穏
と
し

な
い
よ
う
に
し
て
き
た
。
松
堂
は
佐
野
の

農
民
で
、豊
か
に
富
ま
た
は
義
（
公
共
心
）

を
好
む
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
詩
の
意
味
を
よ

く
理
解
し
て
、
貧
し
い
も
の
を
助
け
て
ほ

し
い
。
私
の
画
は
、
た
だ
風
竹
を
描
い
た

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。」

款
記
に
「
戊
戌
八
月
二
十
有
七
日
秉
燭

寫
崋
山
外
史
」
と
あ
る
。
白

文
方
印
の
「
崋
山
樵
者
」
と

瓢
箪
形
朱
文
の
「
登
」
を
捺

し
て
い
る
。
田
原
藩
が
天
保

の
飢
饉
の
際
、
功
を
奏
し
た

報
民
倉
の
建
設
に
対
し
て
、

幕
府
か
ら
の
褒
詞
を
賜
っ
た

十
日
後
の
こ
と
で
、
江
戸
へ

上
っ
た
松
堂
に
崋
山
が
贈
っ

た
も
の
で
あ
る
。

田
原
市
博
物
館
副
館
長
学
芸
員

　

鈴
木
利
昌

画
家
渡
辺
崋
山
の
心
象



4

堤
村 

去  

桐
生 

南
半
里
弱
、
吾
妻
山
之
背
也
。

十
六
日　

晴

宵
よ
り
行
厨
な
ど
用
意
し
て
、
大
間
々
と
い
ふ
処
の
こ

な
た
な
る
要
害
に
登
ん
と
、
茂
兵
衛
、
梧
庵
、
喜
太
郎
、

庄
次
郎
、
弥
助
と
を
従
ふ
。
堤
村
谷
仁
右
衛
門
は
茂
兵

衛
が
親
兄
弟
あ
れ
ば
訪
ふ
。
谷
と
い
ふ
は
桐
生
大
炊
助

の
臣
、
四
天
王
の
一
な
り
。
其
子
孫
此
村
に
残
り
て
同

姓
多
し
と
い
ふ
。
此
家
農
な
れ
ど
、
か
た
は
ら
機
を
設

け
て
縮
緬
を
織
る
。
其
法
を
聞
、
別
ニ
し
る
す
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
月
十
六
日　

晴

夜
の
う
ち
か
ら
弁
当
な
ど
を
用
意
し
て
、
大
間
々
と
い

う
所
の
手
前
に
あ
る
要
害
山
に
登
ろ
う
と
思
い
、茂
兵
衛
、

梧
庵
、
喜
太
郎
、
庄
次
郎
、
弥
助
と
を
従
え
て
出
か
け
た
。

堤
村
の
谷
仁
右
衛
門
家
に
は
茂
兵
衛
の
親
兄
弟
が
い
る
の

で
訪
れ
た
。
谷
と
い
う
の
は
、
桐
生
大
炊
助
の
家
臣
で
、

四
天
王
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
子
孫
は
こ
の
村
に
残
っ
て

い
て
同
姓
が
多
い
と
い
う
。
こ
の
家
は
農
家
で
あ
る
が
、

そ
の
一
方
で
機
を
設
け
て
ち
り
め
ん
を
織
っ
て
い
る
。
そ

の
方
法
を
聞
い
た
の
で
、
別
に
記
す
。

※　

大
間
　々

上
野
国
山
田
郡
大
間
々
村
（
群
馬
県
み
ど

り
市
大
間
々
町
大
間
々
）。
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
―

九
六
）
に
桐
原
村
（
み
ど
り
市
大
間
々
町
桐
原
）
か

ら
分
郷
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
の
大
間
々
村
の
発
展

に
つ
い
て
は
『
毛
武
游
記
』
も
触
れ
て
お
り
、
次
号

に
記
す
。

※　

こ
な
た
な
る　

要
害
山
の
あ
る
高
津
戸
は
、
現
在
は

大
間
々
町
の
一
部
で
あ
り
、「
大
間
々
と
い
う
所
に

あ
る
要
害
」と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、当
時
は
大
間
々

と
高
津
戸
は
別
の
村
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
表

現
に
な
っ
た
。

※　

要
害　

要
害
山
。
標
高
二
七
〇
ｍ
。
頂
上
付
近
に
高

津
戸
城
跡
が
あ
る
（
み
ど
り
市
大
間
々
町
高
津
戸
）。

※　

堤
村　

上
野
国
山
田
郡
堤
村
（
桐
生
市
堤
町
）。

※　

谷
仁
右
衛
門　

三
代
岩
本
茂
兵
衛
の
兄
。
崋
山
来
訪

時
、
父
仲
右
衛
門
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

※　

谷　

桐
生
氏
の
家
臣
で
荒
戸
村
に
帰
農
し
た
と
い
う
。

堤
村
の
名
主
を
務
め
た
豪
農
。

※　

桐
生
大
炊
助　

桐
生
城
主
。
桐
生
祐
（
助
）
綱
、
直

綱
と
も
称
す
。
桐
生
氏
第
九
代
の
武
将
。
桐
生
氏
の

領
地
拡
張
は
、
祐
綱
の
時
代
に
絶
頂
に
達
し
た
よ
う

で
あ
る
。
永
禄
十
三
年（
一
五
七
〇
）、祐
綱
の
死
後
、

養
嗣
子
親
綱
の
暗
愚
の
た
め
、
内
政
は
紊
乱
、
将
士

民
心
は
離
反
。
由
良
成
繁
に
滅
ぼ
さ
れ
る
。

※　

縮
緬　

横
糸
に
強
い
よ
り
を
か
け
て
、
織
り
縮
ま
せ

た
絹
織
物
。

堤
村
は
桐
生
か
ら
南
（
実
際
は
西
）
に
半
里
（
約
二
㎞
）

弱
離
れ
た
所
に
あ
り
、
吾
妻
山
を
背
に
し
て
い
る
。

※　

吾
妻
山　

桐
生
市
堤
町
・
宮
本
町
・
川
内
町
の
境
の

山
。
標
高
四
八
一
ｍ
。

赤
岩
山
（
富
士
山
）　

手
前
は
渡
良
瀬
川
。

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』

研
究
会
員

　加

藤

克

己

研
究
会
員

　加

藤

克

己
88

十
山
亭
（
小
倉
山
）
か
ら
見
た
風
景

　

右
か
ら
順
に
赤
城
、
三
国
、
榛
名
、
伊
香
保
、
天
王
宿
、

浅
間
、
甲
州
、
武
と
あ
る
。

渡
辺
崋
山
「
毛
武
游
記
図
巻
」（
常
葉
美
術
館
蔵
）
よ
り

ハ

二

ヲ
一

ル
コ
ト
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出
て
山
間
を
行
、
下
に
一
水
を
見
、
又
一
独
山
を
を

（
マ
マ
）見
、

こ
れ
赤
岩
山
と
い
ふ
。
山
足
皆
巨
石
、
形
猊
の
ご
と
く
、

水
中
に
並
び
立
、
景
甚
奇
な
り
。
又
行
、
愈
高
し
。
山

越
を
き
り
徑
を
通
ず
。
山
の
名
小
倉
、
此
山
上
に
詩
人

淡
斎
、
亭
を
建
て
十
山
亭
と
名
く
。
其
勝
、
概
郷
中
第

一
の
所
な
れ
ば
也
。

（
谷
の
家
を
）
出
て
山
間
を
行
く
と
、
下
に
一
つ
の
小

さ
な
流
れ
を
見
、
ま
た
一
つ
の
独
立
し
た
山
を
見
た
。
こ

れ
は
赤
岩
山
と
い
う
。
麓
は
皆
大
き
な
石
で
、
そ
の
形
は

唐
獅
子
の
よ
う
で
あ
り
、
水
中
に
並
び
立
っ
て
い
て
、
景

色
は
た
い
へ
ん
珍
し
い
。
ま
た
行
く
と
、
い
よ
い
よ
高
く

な
る
。
山
の
腰
を
切
っ
て
道
が
通
っ
て
い
る
。
山
の
名
は

小
倉
、こ
の
山
上
に
詩
人
（
佐
羽
）
淡
斎
が
亭
を
建
て
て
、

十
山
亭
と
名
づ
け
た
。
そ
の
景
観
が
概
ね
郷
の
中
で
一
番

す
ば
ら
し
い
所
だ
か
ら
で
あ
る
。

※　

一
水　

こ
こ
で
は
渡
良
瀬
川
の
こ
と
。

※　

赤
岩
山　

富
士
山
（
ふ
じ
や
ま
）。
渡
良
瀬
川
の
中

流
右
岸
の
下
新
田
村
（
桐
生
市
相
生
町
）
に
孤
立
す

る
小
丘
。
標
高
一
六
三
ｍ
。
上
毛
電
鉄「
富
士
山
下
」

駅
が
あ
る
。
駅
の
標
高
約
一
二
〇
ｍ
。

※　

山
足　

麓
。

※　

猊　

唐
獅
子
。

※　

水
中
に
並
び
立　

富
士
山
は
渡
良
瀬
川
に
接
し
て
い

る
の
で
、
北
側
の
麓
の
石
は
水
中
か
ら
立
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

※　

小
倉　

小
倉
山
。
山
田
郡
東
小
倉
村
（
桐
生
市
川
内

町
）。
標
高
二
二
〇
ｍ
。
佐
羽
淡
斎
の
十
山
亭
が
あ

っ
た
。

※　

淡
斎　

佐
羽
淡
斎
。
前
々
回
（
第
29
号
）
参
照
。

桐
生
か
ら
大
間
々
略
図

崋
山
一
行
は
、
渡
良
瀬
川
の
北
の
道
を
歩
い
た
と
思
わ

れ
る
。
小
倉
山
と
高
津
戸
と
の
間
の
記
述
が
な
い
。

赤
岩
山

（
富
士
山
）

堤
村 桐

生
新
町
二
丁
目

渡良瀬川 雷電山

小倉山 220m

要害山（高津戸城跡）

要害神社

高津戸

270m 吾妻山 481m

163m

崋
山
一
行
が
歩
い
た
と

　
　
　
　思
わ
れ
る
道

高
津
戸
峡

道
了
堂

茶
店

大
間
々
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亭
は
風
の
た
め
に
破
、
か
た
ち
な
し
。
唯
詩
碑
の
こ
り

た
る
を
要
害
山
に
う
つ
し
、
今
こ
こ
に
な
し
。
さ
て
此

十
山
と
名
す
る
ゆ
へ
は
、
赤
城
、
三
国
、
妙
儀
、
榛
名
、

浅
間
、
日
光
、
碓
氷
、
破
風
、
三
峰
、
富
士
等
一
矚
に

尽
く
れ
ば
か
く
ハ
よ
べ
る
也
。

亭
は
風
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
、
す
で
に
形
は
な
い
。
た

だ
詩
碑
が
残
っ
て
い
た
の
を
要
害
山
に
移
し
、
今
こ
こ
に

は
（
詩
碑
も
）
な
い
。
さ
て
こ
の
十
山
と
名
づ
け
た
ゆ
え

ん
は
、
赤
城
、
三
国
、
妙
儀
（
義
）、
榛
名
、
浅
間
、
日
光
、

碓
氷
、
破
風
、
三
峰
、
富
士
等
が
一
望
で
き
る
こ
と
か
ら

こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

※　

赤
城
…　

赤
城
、
三
国
、
日
光
に
つ
い
て
は
、
第
四

回
（
27
号
）
参
照
。

※　

妙
儀　

妙
義
山
。
群
馬
県
南
西
部
、
甘
楽
郡
妙
義
町
・

下
仁
田
町
と
碓
氷
郡
松
井
田
町
に
ま
た
が
る
山
塊
の

総
称
。
最
高
峰
は
谷
急
山
で
一
一
六
二
ｍ
。
妙
義
・

榛
名
・
赤
城
の
三
山
を
合
わ
せ
て
上
毛
三
山
と
い
う
。

※　

榛
名　

榛
名
山
。
群
馬
県
中
央
部
、
吾
妻
郡
・
群
馬

郡
・
北
群
馬
郡
に
ま
た
が
る
三
重
式
火
山
。
最
高
峰

は
外
輪
山
掃
部
ヶ
岳
で
一
四
四
八
ｍ
。

※　

浅
間　

浅
間
山
。
群
馬
県
北
西
部
、
長
野
県
と
の
境

に
あ
る
複
合
成
層
火
山
。
標
高
二
五
四
二
ｍ
。

※　

碓
氷　

碓
氷
峠
。
群
馬
県
西
部
、
長
野
県
と
の
境
に

あ
る
峠
。
中
山
道
の
険
路
。
標
高
九
五
六
ｍ
。

※　

破
風　

破
不
山
。
破
風
山
と
も
書
く
。
埼
玉
県
秩
父

郡
大
滝
村
・
山
梨
県
東
山
梨
郡
三
富
村
の
境
界
に
立

つ
山
。
標
高
二
三
一
八
ｍ
。

※　

三
峰　

三
峰
山
。
埼
玉
県
秩
父
郡
大
滝
村
の
東
部
に

あ
る
山
。
標
高
一
一
〇
二
ｍ
。

要
害
山
上
か
ら
見
た
風
景
①

渡
辺
崋
山
「
毛
武
游
記
図
巻
」
よ
り

携
へ
来
れ
る
壺
を
出
し
、
一
酔
し
て
山
を
下
る
。
山
下

ハ
即
わ
た
ら
瀬
川
、
川
に
つ
き
山
に
そ
ひ
て
行
。
高
津

戸
と
い
ふ
。
こ
れ
天
正
の
頃
里
見
一
族
の
居
住
せ
し
所

と
い
ふ
。
居
城
の
地
は
山
上
に
て
、
む
か
し
は
い
か
に

称
え
し
や
、
今
ハ
要
害
山
と
て
上
、
八
幡
の
（
上
の
欄

外
に
「
今
金
比
羅
」）
社
あ
り
。

携
え
て
き
た
酒
壺
を
出
し
、
一
酔
し
て
（
小
倉
）
山
を

下
っ
た
。
山
の
下
は
即
渡
良
瀬
川
で
あ
る
。
川
べ
り
を
山

に
沿
っ
て
行
く
。
高
津
戸
と
い
う
所
に
出
た
。
こ
れ
は
天

正
の
頃
里
見
一
族
の
居
住
し
た
所
と
い
う
。
居
城
の
あ
っ

た
地
は
山
上
で
あ
っ
て
、
昔
は
ど
の
よ
う
に
呼
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
。
今
は
要
害
山
と
い
っ
て
、
上
に
八
幡
（
今
金

比
羅
）
社
が
あ
る
。

※　

高
津
戸　

上
野
国
山
田
郡
高
津
戸
村
（
み
ど
り
市
大

間
々
町
高
津
戸
）。
渡
良
瀬
川
の
中
流
左
岸
、大
間
々

扇
状
地
の
扇
頂
部
に
位
置
す
る
。
大
間
々
往
還
筋
に

高
津
戸
の
渡
し
が
あ
っ
た
。

※　

天
正　

一
五
七
三
―
九
二
年
。

※　

里
見
一
族　

新
田
義
重
の
長
男
義
俊
に
始
ま
る
。
名

字
の
地
は
、
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
郷
（
群
馬
県
群
馬

郡
榛
名
町
）。
そ
の
子
義
成
は
源
頼
朝
に
従
っ
た
。
そ

の
子
孫
の
里
見
随
見
勝
政
・
平
四
郎
勝
安
兄
弟
が
天

正
年
間
に
高
津
戸
城
に
拠
っ
た
と
さ
れ
、
兄
弟
の
墓

と
い
わ
れ
る
五
輪
塔
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
裏
付

け
る
同
時
代
史
料
は
な
い
。

※　

八
幡
（
今
金
比
羅
）
社　

現
在
は
、
要
害
神
社
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

※　

要
害
山
へ
登
っ
た
こ
と
の
記
述
が
な
い
が
、
以
下
に

山
上
か
ら
の
眺
望
を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
崋
山

は
山
上
で
何
枚
か
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
。

社
の
後
に
大
き
や
か
な
る
石
、
半
地
に
い
り
て
い
と
ゆ

え
ゆ
え
し
く
、
し
め
な
ど
打
か
け
て
名
（
空
字
）
と
い

ふ
。
山
下
は
渡
良
瀬
川
の
水
上
に
左
右
よ
り
巌
競
ひ
出

て
、
河
中
に
攢
立
す
。
い
は
ゞ
も
の
ゝ
ふ
の
剣
も
て
戦

ふ
如
く
、
急
流
こ
れ
に
せ
か
れ
て
百
千
の
玉
と
な
り
、
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瑠
璃
な
せ
る
水
と
照
り
合
ふ
た
る
さ
ま
、
筆
に
も
詞
に

も
及
ぶ
ま
じ
。
む
か
ひ
に
道
了
権
現
の
社
あ
り
。
近
頃

土
人
勧
進
し
て
社
を
も
ふ
け
、
又
籠
り
堂
と
て
男
女
あ

つ
ま
り
宿
願
す
。
茶
店
ハ
水
に
の
ぞ
ミ
、
い
（
と
）
浄

ら
か
な
り
。
こ
れ
皆
要
害
山
上
の
一
望
の
中
景
な
り
。

（
山
上
の
）
社
の
後
ろ
に
大
き
な
石
が
、
半
ば
地
中
に

埋
ま
っ
て
た
い
へ
ん
由
緒
あ
り
そ
う
な
様
子
で
、
し
め
縄

な
ど
を
打
ち
か
け
て
名
を
（
空
白
）
と
い
う
。
山
の
下
は

渡
良
瀬
川
の
水
上
に
左
右
か
ら
岩
石
が
競
い
出
て
、
川
の

中
に
群
が
り
立
っ
て
い
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
武
士
が
剣
を

持
っ
て
戦
っ
て
い
る
よ
う
で
、
急
流
は
こ
れ
に
さ
え
ぎ
り

止
め
ら
れ
て
百
千
（
た
く
さ
ん
）
の
玉
と
な
っ
て
、
瑠
璃

色
に
な
っ
た
水
と
輝
き
あ
っ
た
あ
り
さ
ま
は
、
筆
に
も
詞

に
も
言
い
尽
く
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。（
川
の
）
向
か
い
側
に

道
了
権
現
の
社
が
あ
る
。
近
頃
地
元
の
人
が
寄
付
を
集
め

て
社
を
作
り
、
ま
た
籠
り
堂
と
い
っ
て
男
女
が
集
ま
っ
て

願
掛
け
を
す
る
。
茶
店
は
水
に
望
ん
だ
所
に
あ
り
、
た
い

へ
ん
清
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
要
害
山
上
で
一
目

に
見
渡
し
た
中
の
景
色
で
あ
る
。

※　

ゆ
え
ゆ
え
し
く　

由
緒
あ
り
そ
う
な
。

※　

攢
立　

群
が
り
立
つ
こ
と
。

※　

道
了
権
現　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
相
模
国
足

柄
上
郡
関
本
村
（
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
山
町
）

の
最
乗
寺
道
了
尊
の
分
霊
を
祀
っ
た
と
伝
え
る
。
昭

和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
の
キ
ャ
サ
リ
ン
台
風
に

よ
る
水
害
で
、渡
良
瀬
川
沿
岸
に
あ
っ
た
道
了
堂
は
、

周
辺
の
滝
の
湯
、
茶
店
も
ろ
と
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）、
現
在
地
に
移
転
、

再
建
さ
れ
た
。
み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々
。

社
の
後
の
か
た
に
い
た
り
て
酒
汲
か
わ
せ
、
時
移
る

ま
ゝ
下
る
。
社
の
か
た
は
ら
に
住
す
て
し
庵
あ
り
。
傍

に
小
社
あ
り
。
む
か
し
こ
の
社
の
内
に
た
れ
か
甲
に
や

あ
り
け
り
、
い
と
さ
び
く
さ
れ
た
る
あ
り
し
が
、
今
ハ

い
か
に
と
開
き
見
る
に
、
た
ゞ
白
弊
（
幣
）
あ
る
の
ミ
。

社
の
後
ろ
の
方
へ
行
っ
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
し
ば
ら

く
時
を
過
ご
し
て
山
を
下
っ
た
。
社
の
傍
ら
に
住
み
捨
て

ら
れ
た
庵
が
あ
る
。
そ
の
そ
ば
に
小
さ
な
社
が
あ
る
。
昔

こ
の
社
の
中
に
だ
れ
の
甲
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
た

い
へ
ん
さ
び
腐
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
今
は
ど
う
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
と
開
い
て
み
る
と
、
た
だ
白
い
幣
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。

※　

む
か
し
…
…　

昔
は
甲
が
あ
っ
た
と
、
ま
る
で
崋
山

が
見
た
こ
と
が
あ
る
か
の
よ
う
に
断
定
的
に
書
い
て

い
る
が
、
一
行
の
だ
れ
か
が
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

追
記

桐
生
市
桐
生
新
町
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区

　

崋
山
の
滞
在
し
た
岩
本
家
の
所
在
地
を
含
む
「
本
町
一
、

二
丁
目
及
び
天
満
宮
周
辺
」
が
、
平
成
二
十
四
年
七
月
、

国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
ま

し
た

（
続
）

要
害
山
上
か
ら
見
た
風
景
②

右
か
ら
順
に
、
ヲ
ク
ロ
ミ
タ
ケ
、
里
見
瑞
見
古
城
要
害

山
よ
り
赤
城
を
見
、
荒
井
孫
兵
衛
、
大
野
、
小
野
と
あ

る
。

　

渡
辺
崋
山
「
毛
武
游
記
図
巻
」
よ
り



8

ぼ
く
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
こ
の
田
原
市
で
す
。
渡
辺
崋
山
先

生
は
、
田
原
市
の
有
名
な
人
な
の
で
、
て
っ
き
り
ぼ
く
は
田
原
の

出
身
の
人
な
の
か
と
思
っ
た
ら
、
生
ま
れ
も
、
育
ち
も
江
戸
の
人

だ
っ
た
の
で
す
ご
く
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
田
原
藩
の
家
老
で
、
そ
れ
で
、
ぼ
く
の
こ
の
田
原

市
と
深
い
む
す
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
は
、
食
べ
る
物
に
も
困
る
く
ら
い
の
す
ご

い
び
ん
ぼ
う
で
、
大
変
苦
労
し
て
、
成
長
し
ま
し
た
。
子
供
の
こ

ろ
か
ら
、
お
勤
め
に
出
て
、
毎
日
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
勉
強
し
て
絵
の
勉
強
も
し
て
、
い
つ
で
も
、
親

孝
行
す
る
こ
と
を
考
え
、
自
分
の
ま
わ
り
の
人
た
ち
の
幸
せ
を
思

い
、
人
生
一
生
、
死
ぬ
ま
で
、
努
力
し
つ
づ
け
て
が
ん
ば
っ
た
人

だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
、
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
田
原
市
は
農
業
、
漁
業
、
工
業
で
も

さ
か
え
て
い
る
、
と
て
も
め
ぐ
ま
れ
た
土
地
だ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
崋
山
先
生
の
こ
ろ
の
田
原
藩
が
す
ご
く
び
ん
ぼ
う
な
、
藩
だ

っ
た
な
ん
て
、
と
て
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
の
こ
の
豊
か
な

田
原
市
が
あ
る
の
も
、
崋
山
先
生
が
田
原
藩
の
た
め
に
、
自
分
の

命
を
か
け
て
、
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、
ぼ
く
は
、
崋
山
先
生
は
、
ほ
か
の
人
た
ち
と
は
ち
が

う
と
思
い
ま
し
た
。ふ
つ
う
な
ら
、お
金
が
た
く
さ
ん
ほ
し
い
か
ら
、

自
分
の
絵
が
高
い
ね
だ
ん
で
売
れ
る
の
だ
か
ら
、
高
く
売
る
の
が

ふ
つ
う
な
の
に
、
安
く
売
っ
た
り
、
自
分
も
び
ん
ぼ
う
で
す
ご
く

困
っ
て
い
る
の
に
、「
報
民
倉
」
に
お
米
を
き
ふ
し
た
り
、
毎
日
が

す
ご
く
い
そ
が
し
く
て
、
そ
れ
で
も
び
ん
ぼ
う
で
ふ
つ
う
の
人
な

ら
ぜ
っ
た
い
に
、
く
じ
け
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
こ

ん
な
に
大
変
な
、
生
活
で
も
、
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
大
好
き

な
勉
強
と
、
絵
と
、
す
ば
ら
し
い
先
生
方
や
、
友
だ
ち
に
、
め
ぐ

ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
崋
山
先
生
が
、
罪
人
あ
つ
か
い
に
さ
れ
て
ろ
う
や
に
、

入
れ
ら
れ
た
時
で
も
先
生
方
や
、
友
だ
ち
が
、
ど
う
に
か
し
て
崋

山
先
生
を
た
す
け
よ
う
と
、ひ
っ
し
に
な
っ
て
、が
ん
ば
り
ま
し
た
。

崋
山
先
生
を
大
切
に
思
う
、こ
の
み
ん
な
の
思
い
は
、お
金
で
は
、

け
っ
し
て
買
え
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
は
、
す

ご
く
び
ん
ぼ
う
で
も
、
人
々
を
大
切
に
思
う
や
さ
し
い
人
が
ら
で
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
、
買
い
物
し
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
と
わ
ざ
で
、「
出
る
く
い
は
う
た
れ
る
。」
と
言
う
こ
と
ば
が

あ
り
ま
す
が
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
通
り
、
崋
山
先
生
が
り
っ
ぱ
す
ぎ

て
、
人
よ
り
も
、
目
立
っ
て
い
た
の
で
、
崋
山
先
生
を
、
よ
く
思

わ
な
い
人
か
ら
、
ね
た
み
や
、
う
ら
み
を
か
い
、
う
そ
の
、
わ
る

い
う
わ
さ
を
流
さ
れ
、
罪
人
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
田
原
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
ど
の
世
の
中
に
も
、
こ
の
よ
う
な
、

人
が
い
る
の
か
と
、
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
原
因

で
病
気
に
な
り
さ
い
ご
は
、
自
分
の
周
り
の
人
々
の
こ
と
を
、
考

え
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
の
と
て
も
悲
し
い
さ
い

ご
に
、
す
ご
く
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
こ
の
田
原
に
き

た
の
だ
か
ら
、
の
ん
び
り
と
す
ご
し
て
病
気
を
な
お
し
て
ま
た
元

気
に
な
っ
て
こ
の
田
原
の
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て
、
働
い
て
欲
し

か
っ
た
で
す
。
崋
山
先
生
が
も
っ
と
長
く
生
き
て
い
た
ら
、
歴
史

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代
に
も
崋
山

先
生
み
た
い
に
、
世
の
中
の
先
が
読
め
て
か
し
こ
い
人
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
や
、
田
原
を
見
て
、
崋
山
先
生
は
何
と

言
う
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
ぼ
く
は
崋
山
先
生
の
意
見
が
聞
い
て
み

た
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
渡
辺
崋
山
先
生
の
本
を
読
ん
で
、
先
生
の

お
い
た
ち
や
、
田
原
藩
の
た
め
行
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
た
く
さ

ん
の
す
ば
ら
し
い
絵
を
残
し
た
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
勉
強
す
る

少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
を
読
ん
で

神
戸
小
学
校　

六
年　

大　

羽　

琉　

生

「
少
年
物
語

　渡
辺
崋
山
」

　
　
　読
書
感
想
文
に
つ
い
て

　公
益
財
団
法

人
崋
山
会
で

は
、
郷
土
の
偉

人
渡
辺
崋
山
先

生
の
功
績
を
後

世
に
伝
承
す
る

事
業
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
市

内
小
学
六
年
生
に
対
し
、
「
少
年
物
語

　渡
辺
崋
山
」

の
冊
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
想
文

の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
十
三
件
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
中
か
ら
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
六
点
の
作

品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
学
童
の
皆
さ
ん
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
の
先
生
方
々
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
崋
山
会
事
務
局
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こ
と
が
で
き
て
、本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。崋
山
先
生
は
、

み
ん
な
に
自
ま
ん
で
き
る
、
田
原
市
の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
す
ば
ら
し
い
田
原
市
に
生
ま
れ
た
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
は
崋

山
先
生
の
様
に
、
親
孝
行
し
て
、
友
達
も
大
切
に
し
て
が
ん
ば
っ

て
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、「
渡
辺
崋
山
」
を
読
む
ま
で
は
、
崋
山
先
生
は
田
原
市

で
有
名
だ
け
ど
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
人
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
画
家
や
学
者
、
武
士
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
顔
を
持
つ
崋
山

先
生
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

「
渡
辺
崋
山
」
を
読
ん
で
、
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
の
は
、
貧
乏

だ
っ
た
の
に
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、
田
原
藩
の
家
老
に
ま
で
な

っ
た
こ
と
で
す
。
も
し
、ぼ
く
だ
っ
た
ら
、ノ
ー
ト
が
な
か
っ
た
り
、

教
科
書
が
な
か
っ
た
ら
、
勉
強
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

画
家
と
し
て
の
崋
山
先
生
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
絵
が
得
意
で

し
た
。
つ
ね
に
紙
と
筆
を
持
っ
て
、
い
つ
で
も
気
に
な
っ
た
も
の

を
絵
に
描
い
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
貧
乏
で
、
弟
子
入
り
を

断
ら
れ
た
と
き
で
も
、
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、
絵
を
描
き
続
け
た

崋
山
先
生
。
ぼ
く
は
、
困
難
な
状
況
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
、
武
士
と
し
て
の
崋
山
先
生
に
つ
い
て
、
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
、
き
き
ん
に
備
え
て
報
民
倉
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
す
。
報

民
倉
の
中
に
米
な
ど
を
た
め
て
お
い
て
、
き
き
ん
で
米
が
収
穫
で

き
な
い
と
き
に
、
み
ん
な
の
命
を
救
い
ま
し
た
。
一
人
の
死
者
も

出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、す
ご
い
こ
と
で
す
。自
分
の
こ
と
よ
り
も
、

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
た
崋
山
先
生
だ
か
ら
こ
そ
、
報
民
倉

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

田
原
市
に
は
、
こ
の
報
民
倉
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
防
災
倉
庫

が
あ
る
と
、ぼ
く
は
お
母
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。災
害
に
備
え
て
、

田
原
町
に
あ
る
大
手
公
園
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
災
害
が

起
き
た
と
き
に
役
立
つ
も
の
や
食
料
が
入
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。
本
当
は
、
地
震
や
津
波
な
ん
て
来
な
い
ほ
う
が
い
い
け
ど
、

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
備
え
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

崋
山
先
生
の
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
る
と
い
う
考
え
が
、
今
の

時
代
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
を
読
ん
で
、
一
番
驚
い
た
こ
と
を
書
き
ま
す
。
無

実
の
罪
の
た
め
に
、
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
崋
山

先
生
は
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
人
か
ら
ね
た
ま
れ

て
、
や
っ
て
も
い
な
い
罪
に
問
わ
れ
、
ろ
う
屋
に
入
れ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ろ
う
屋
か
ら
出
て
、
田
原
に
来
て
か
ら
、

自
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
田
原

の
た
め
に
生
き
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
、
ぼ
く
は
「
渡
辺
崋
山
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
本
は
、
難
し
か
っ
た
け
ど
、
頑
張
っ
て
最
後
ま
で
読
ん

で
み
た
ら
、
崋
山
先
生
の
偉
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
崋
山
先
生
が
生
き
た
時
代
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
勉
強
す
る
環
境
や
、
生
活
の
環
境
も
整
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
今
ま
で
は
、
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、
両

親
に
も
感
謝
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

ぼ
く
は
、
崋
山
先
生
の
よ
う
に
は
絶
対
に
な
れ
な
い
け
ど
、
こ
れ

か
ら
は
、
自
分
で
や
ろ
う
と
決
め
た
こ
と
は
、
最
後
ま
で
や
り
と

げ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
五
年
生
の
時
に
夢
育
活
動
（
総
合
）
で
崋
山
先
生
に

つ
い
て
勉
強
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
、

今
年
は
、「
少
年
物
語
渡
辺
崋
山
」
の
本
を
し
っ
か
り
読
み
、
あ
ら

た
め
て
崋
山
先
生
の
生
涯
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ぼ
く
に
と
っ
て
の
崋
山
先
生
は
、
あ
き
ら
め
な
い
、
心
の
強
い

人
で
す
。
十
二
歳
の
時
、
大
名
行
列
に
ぶ
つ
か
り
、
家
族
や
殿
様

の
こ
と
を
思
い
何
回
も
謝
っ
た
り
、
ぶ
た
れ
た
り
し
て
、
身
分
の

ち
が
い
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
崋
山

先
生
は
少
し
も
へ
こ
た
れ
ず
、
む
し
ろ
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
に

な
る
と
志
を
立
て
て
、
そ
れ
を
実
行
し
、
努
力
し
て
大
人
に
な
っ

て
そ
の
志
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
何
度

も
つ
ら
い
こ
と
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
目
標
に
変
え

て
努
力
し
た
の
で
、
と
て
も
心
の
強
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ふ

つ
う
の
人
は
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
へ
こ
た
れ
て
し
ま
う
の
に
、

崋
山
先
生
は
と
て
も
前
向
き
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
そ
の
と
き
の
崋
山
先
生
と
同
じ
年
だ
け
ど
、
今
の
自
分
で
は
そ

れ
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
目

標
を
立
て
て
、
崋
山
先
生
の
よ
う
に
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
で
す
。
先
生
が
家
老
に
な

っ
た
年
に
紀
州
は
ん
の
船
が
な
ん
破
し
て
、
荷
物
が
渥
美
半
島
の

表
浜
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
、
海
岸
近
く
に
住
む
人
た
ち
が
そ
の

荷
物
を
拾
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
の
紀
州
は

ん
は
、
日
本
の
と
の
様
の
中
で
も
最
も
勢
力
が
強
か
っ
た
た
め
、

へ
た
を
す
る
と
み
ん
な
打
ち
首
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
件
が

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
崋
山
先
生
は
必
死
で
紀
州
は
ん
に
わ
け

「
渡
辺
崋
山
」
を
読
ん
で

中
山
小
学
校　

六
年　

折　

戸　

駿　

太

崋
山
先
生
の
生
き
方
に
学
ぶ

田
原
中
部
小
学
校　

六
年　

賈　
　
　

清　

宇
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を
話
し
、
少
し
の
お
金
で
村
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
お
礼
に
村
人
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
崋
山
先
生
の
所
に
持
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
崋
山
先
生
は
村
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
お
金
を
返
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
崋
山
先
生
は
、
と

て
も
優
し
く
て
、
人
を
思
い
や
る
人
で
す
。

そ
れ
に
、
崋
山
先
生
は
、
先
の
先
を
見
通
し
、
勇
気
が
あ
っ
て
、

と
て
も
立
派
な
人
で
す
。
大
き
き
ん
に
備
え
「
報
民
倉
」
と
い
う

倉
を
建
て
、
食
料
を
た
く
わ
え
て
い
た
お
か
げ
で
、
田
原
は
ん
で

は
一
人
も
う
え
死
に
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ら
ん

学
を
学
び
、
日
本
の
国
を
助
け
よ
う
と
幕
府
に
開
国
を
唱
え
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、先
生
は
罪
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

あ
と
に
な
っ
て
み
る
と
先
生
の
考
え
は
正
し
か
っ
た
の
で
す
。
勇

気
を
持
っ
て
正
し
い
こ
と
を
言
う
崋
山
先
生
は
、
人
間
と
し
て
本

当
に
立
派
で
す
。

ぼ
く
は
、
今
年
の
夏
休
み
に
崋
山
先
生
の
素
晴
ら
し
さ
や
優
し

さ
を
伝
え
よ
う
と
、
沖
縄
に
行
っ
て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
先
生

の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
し
っ
か
り
伝

え
ら
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ぼ
く
は
崋
山
先
生
の
よ
う
に
も
っ
と
努
力
し
て
、
人

を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
立
派
な
人
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

渡
辺
崋
山
先
生
に
は
、
病
気
の
家
族
や
、
六
人
の
弟
や
妹
が
い

ま
し
た
。
生
活
は
貧
し
く
、
一
人
で
も
人
数
を
減
ら
す
た
め
、
妹

や
弟
を
、武
士
の
家
や
お
寺
に
奉
公
に
出
し
ま
し
た
。そ
う
す
る
と
、

そ
の
ま
ま
一
生
会
え
な
い
事
も
あ
り
、
と
て
も
悲
し
い
別
れ
で
し

た
。
私
の
お
母
さ
ん
は
、
六
年
生
の
時
の
学
芸
会
で
、「
崋
山
劇
・

板
橋
の
別
れ
」
と
い
う
劇
を
し
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
田
原
市
内

の
学
校
で
演
じ
ら
れ
る
、
と
て
も
有
名
な
話
だ
そ
う
で
す
。
九
歳

だ
っ
た
弟
と
の
別
れ
は
、
崋
山
先
生
に
と
っ
て
、
と
て
も
悲
し
い

で
き
事
で
し
た
が
、
決
し
て
く
じ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
な
事
、

悲
し
い
事
、
つ
ら
い
事
が
あ
る
た
び
に
、
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、

気
持
ち
を
し
っ
か
り
持
ち
ま
し
た
。
必
ず
り
っ
ぱ
な
人
に
な
っ
て
、

家
族
を
し
あ
わ
せ
に
し
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
家

族
や
周
り
の
人
生
に
対
す
る
、
や
さ
し
い
気
持
ち
が
、
そ
れ
か
ら

の
崋
山
先
生
の
人
生
の
さ
さ
え
や
、
が
ん
ば
る
力
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
は
、
十
二
歳
の
時
、
び
ん
ぼ
う
だ
っ
た
せ
い
で
、
つ

ら
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
問
の
道
で
が
ん
ば
り
、
殿
様

に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
先
生
に
な
り
た
い
。
殿
様
の
上
に
立
て

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
学
者
に
な
ろ
う
と
勉
強
し
ま
し
た
。
が
、

「
そ
れ
で
は
、
今
の
く
ら
し
を
楽
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と

知
り
合
い
の
意
見
を
聞
い
て
、
得
意
な
絵
を
勉
強
し
て
、
そ
れ
を

売
っ
て
生
活
を
し
ま
し
た
。
忙
し
い
お
城
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

努
力
を
し
て
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
す

ご
い
と
思
う
の
は
、
仕
事
も
絵
も
他
の
勉
強
も
何
も
か
も
真
剣
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
全
部
す
ば
ら
し
く
進

歩
し
た
こ
と
で
す
。

今
の
私
は
、
学
校
や
部
活
で
疲
れ
る
と
、
宿
題
や
じ
ゅ
く
が
イ

ヤ
に
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
い
い
か
げ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
を
な
ま
け
る
と
、
他
の
事
も
や
っ
ぱ
り
め
ん

ど
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
な
、
と
思
い

ま
し
た
。特
に
こ
れ
か
ら
中
学
生
に
な
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
事
を
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
自
分
が
将
来
何
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
は
、
決
め
て
な
い

け
ど
、何
を
目
指
す
時
で
も
、先
生
の
よ
う
に
、あ
た
え
ら
れ
た
事
、

全
て
を
一
生
け
ん
め
い
す
る
事
、
今
や
る
べ
き
事
を
が
ん
ば
る
事

が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
事
で
、
夢
に
一
歩

ず
つ
近
づ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
崋
山
先
生
は
、
絵
の
勉
強
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
を

研
究
し
て
い
る
う
ち
に
、
外
国
の
他
の
こ
と
も
知
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
時
代
に
は
周
り
に
も
認
め
ら
れ
ず
、
罪
人
あ
つ
か

い
さ
れ
、
自
殺
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
代
が
進
ん
で
、

言
っ
て
い
た
事
が
正
し
い
と
わ
か
り
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ
と

思
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
崋
山
先
生
の
名
前
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
生
を
か
け
て
、
家
族
、
友
人
、
恩
人
を
思
い
や
り
、
最
後
ま
で

本
当
に
す
ば
ら
し
い
生
き
方
を
し
た
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
博
物
館
や
神
社
な
ど
を
め
ぐ
り
、
実
際
に

崋
山
先
生
の
絵
と
か
も
、
見
て
み
た
い
で
す
。
田
原
の
為
に
、
人

生
を
、
命
を
か
け
た
思
い
を
少
し
で
も
、
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
本
を
読
む
ま
で
、
渡
辺
崋
山
と
い
う
人
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
か
ら
220
年
前
に
生
ま
れ
て
、
田
原
藩
の
家
老

を
務
め
、
画
家
と
し
て
も
有
名
な
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
貧
ぼ
う

な
家
庭
だ
っ
た
の
で
、
家
計
を
助
け
る
た
め
に
絵
を
か
い
て
そ
れ

を
売
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

渡
辺
崋
山
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
何
事
に
も
真
け
ん
に
取
り
組

む
と
こ
ろ
で
す
。
ど
こ
へ
行
く
時
に
も
、
常
に
ふ
と
こ
ろ
の
中
に

紙
を
と
じ
た
小
さ
な
手
帳
を
入
れ
、
道
を
歩
き
な
が
ら
で
も
、
こ

「
渡
辺
崋
山
」
を
読
ん
で

清
田
小
学
校　

六
年　

川　

口　

由　

貴

渡
辺
崋
山

清
田
小
学
校　

六
年　

朽　

名　
　
　

要
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れ
は
い
い
な
ぁ
と
思
う
も
の
は
、
何
で
も
す
ぐ
に
写
生
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
に
絵
だ
け
で
な
く
、
勉
強
も
絵
と
同
じ
よ
う
に

真
け
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
渡
辺
崋
山
の

よ
う
に
、
何
事
に
も
真
け
ん
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

や
る
前
か
ら
無
理
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
た
だ
け
で
無
理
だ
と
決
め
つ
け
た

り
せ
ず
に
も
っ
と
努
力
し
て
み
た
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
で
も
し
か
し
た
ら
得
意
な
も
の
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
な
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
崋
山
は
、
殿
様
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
農
民
が
安
気

に
く
ら
し
て
い
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
に
、
人
民
に
あ
っ

て
こ
そ
国
が
な
り
た
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
進
ん
だ
考
え
を
も
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
貧
ぼ
う
の
中
に
育
っ
た
の
で
、
人
が
困
っ

て
い
る
時
に
は
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
同
情
し
た
そ
う
で
す
。

渡
辺
崋
山
は
、
家
老
で
あ
り
な
が
ら
、
貧
ぼ
う
な
生
活
を
お
く
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
っ
ぽ
ど
困
っ
て
い
る
人
に
優
し
く
し

て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
決
し
て
楽
な
く
ら
し
で
は
な

い
の
に
、
他
の
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
優

し
い
人
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

田
原
の
た
め
日
本
の
た
め
に
一
生
け
ん
命
力
を
つ
く
し
た
渡
辺

崋
山
で
し
た
が
、
蛮
社
の
獄
と
い
う
事
件
で
、
幕
府
に
つ
か
ま
り
、

牢
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
田
原
で
罪
人
と
し
て
家
に
と
じ
こ
も
っ

て
つ
つ
し
む
よ
う
言
い
わ
た
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
殿
様
に
迷
わ
く
を
か
け
る
の
を
お
そ
れ
て
、
49
歳
で
自
害
し

た
そ
う
で
す
。
渡
辺
崋
山
は
自
分
の
行
い
は
間
ち
が
っ
て
お
ら
ず
、

正
し
い
と
信
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
自
害
し
な

く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
は
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
生
ま
れ
て
か
ら
な
く
な
る
ま
で
ず
っ
と
み
ん
な
の
た
め
に

な
る
こ
と
を
や
り
続
け
て
い
た
渡
辺
崋
山
は
え
ら
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
本
が
伝
え
た
い
こ
と
は
、
渡
辺
崋
山
の
よ
う
に

心
が
強
く
優
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
ぼ
く
は
、
渡
辺
崋
山
の
よ
う
に
心

が
強
く
優
し
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
人
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
本
は
、
田
原
藩
の
家
老
で
、
ま
た
画
家
で
あ
る
渡
辺
崋
山

の
一
生
を
書
い
て
あ
る
本
で
す
。
こ
の
本
を
も
ら
っ
た
と
き
に
、

私
は
歴
史
が
好
き
な
の
で
、
読
む
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

私
は
、
崋
山
の
村
の
人
へ
の
思
い
や
り
の
心
に
感
動
し
て
な
ぜ

そ
ん
な
に
優
し
く
で
き
る
の
か
な
あ
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

崋
山
の
生
ま
れ
た
家
は
、
と
て
も
貧
し
く
、
そ
の
日
の
お
金
に

も
困
る
く
ら
い
で
し
た
。
私
は
、
そ
れ
が
崋
山
が
村
の
人
に
優
し

く
で
き
る
大
き
な
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
大
人
に

な
る
ま
で
、
貧
し
く
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
貧
し
い
人
の
気

持
ち
に
共
感
で
き
、
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
で
も
、私
は
崋
山
の
よ
う
に
、他
の
人
を
助
け
る
た
め
に
、

自
分
が
危
な
く
な
る
よ
う
な
行
動
は
、
絶
対
に
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
崋
山
の
、
自
分
の
こ
と
よ
り
も
他
の
人
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
る
と
こ
ろ
は
、
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
し
、
私
も
見
習

わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

他
に
も
、
崋
山
が
思
い
や
り
の
あ
る
人
だ
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
心
に
残
っ
た

と
こ
ろ
は
、
崋
山
が
村
の
人
か
ら
の
お
礼
を
受
け
取
ら
な
い
と
こ

ろ
で
す
。
田
原
に
新
し
い
田
ん
ぼ
を
作
る
た
め
に
、
海
の
浅
い
と

こ
ろ
を
う
め
る
仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
で
仕
事
を

し
て
い
た
人
た
ち
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
役
人
に

は
逆
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
崋
山
が
幕
府
の
え
ら
い
人
に
願
い

出
て
、
そ
の
仕
事
を
取
り
や
め
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
村
の
人

は
喜
ん
で
、
お
金
を
崋
山
に
送
り
ま
し
た
が
、
崋
山
は
手
紙
と
一

緒
に
送
り
か
え
し
て
き
た
の
で
す
。
貧
ぼ
う
な
生
活
を
し
て
い
た

ら
、
お
金
は
ほ
し
い
は
ず
な
の
に
、
決
し
て
受
け
取
ろ
う
と
し
な

か
っ
た
崋
山
の
行
動
は
、
私
に
と
っ
て
は
驚
き
で
し
た
。

他
に
も
、
崋
山
が
す
ご
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
、
自
害
を
し
て

し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
崋
山
の
自
殺
の
理
由
は
、
殿
様
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
人
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
自
分
の
命
を
絶
つ
な
ん
て
、

私
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
自
害
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
日
の
夜
、
お
母
さ
ん
が
寝
付
け
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
、

次
の
日
に
変
更
を
し
ま
す
。
最
後
の
最
後
ま
で
、
人
の
こ
と
を
思

い
や
る
温
か
い
心
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
、
感
動
し
ま
し
た
。
そ

し
て
崋
山
が
亡
く
な
っ
た
後
に
は
、
墓
石
を
た
て
る
よ
う
に
、
親

戚
や
弟
子
た
ち
が
幕
府
に
願
い
出
ま
し
た
。
崋
山
は
本
当
に
多
く

の
人
に
尊
敬
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
改
め
て
分
か
り
ま
し

た
。こ

の
本
を
読
ん
で
、
崋
山
の
小
さ
い
と
き
か
ら
の
、
周
り
の
人

を
思
い
や
る
心
や
、
え
ら
く
な
っ
て
も
威
張
っ
た
り
人
を
見
下
し

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
み
ん
な
に
優
し
く
接
す

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
亡
く
な
る
ま
で
に
、
本
当
に

多
く
の
人
を
助
け
た
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
私
も
、
崋
山
の
よ

う
に
、
人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を
も
ち
、
み
ん
な
に
慕
わ
れ
る

人
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
た
崋
山

和
地
小
学
校　

六
年　

藤　

井　

蒼　

衣
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二
月
一
九
日
（
続
）

財
政
逼
迫
に
対
し
、田
原
藩
は
、康
直
の
持
参
金
や
度
々

の
引
米
に
よ
り
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
対
応
し
き
れ
ず
、
前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
こ
と
し

ハ
一
千
両
も
た
ら
ぬ
御
こ
と
に
な
り
行
し
」
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
崋
山
は
、「
碩
量
院
様
の

御
普
請
ハ
御
孝
義
に
侍
れ
バ
い
は
ず
、
御
家
の
御
入
用
御

産
の
御
入
用
な
ど
、
い
に
し
え
に
も
な
き
御
分
外
の
御
奢

り
と
も
い
ふ
べ
き
御
冗
費
に
て
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

「
碩
量
院
様
の
御
普
請
」
に
つ
い
て
は
、『
全
楽
堂
日
録
』

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
九
月
一
七
日
の
「
碩
量
太
夫
人

第
落
成
、
登
画
其
障
成
。
昨
太
夫
人
移
第
皆
賀
」、「
御
産

の
御
入
用
」
に
つ
い
て
は
、
天
保
三
年
康
直
の
夫
人
西
尾

氏
の
出
産
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。御
家
の
御
入
用
は
、

『
全
楽
堂
日
録
』
天
保
二
年
三
月
一
九
日
の
「
以
本
月
廿

日
当
黙
巖
公
二
十
三
年
忌
、
七
月
当
黙
笑
十
七
之
忌
、
於

浅
草
松
源
寺
祭
霊
」
の
藩
主
の
一
族
の
法
要
が
あ
た
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
細
か
な
内
訳
を
崋
山
は
、
天
保
三
年
十

二
月
六
日
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
と
し
江
戸
御
入
用
多
く
、
臨
時
の
ミ
に
て
殿
様

御
立
以
来
助
郷
御
の
が
れ
三
百
両
、
難
船
一
件
に
て
そ
れ

ぞ
れ
御
頼
雑
費
百
両
、
琉
球
人
通
行
道
普
請
百
両
、
御
留

守
居
役
替
弐
百
両
と
御
在
所
元
〆
の
見
積
と
実
に
御
雑
費

と
な
り
た
る
と
引
合
す
れ
バ
、
百
五
十
両
も
余
れ
ど
助
郷

弐
百
両
御
留
守
居
百
両
ば
か
り
に
て
す
み
た
り
、
去
る
閏

十
一
月
の
麹
町
弐
丁
目
失
火
に
て
弐
百
両
も
御
臨
時
」

さ
ら
に
、
藩
の
出
費
だ
け
で
な
く
、
天
保
三
年
は
、
天

保
の
飢
饉
の
始
ま
る
前
年
で
も
あ
り
、

「
御
在
所
よ
り
ハ
見
積
よ
り
今
年
ハ
不
作
に
て
六
千
石

余
之
損
毛
御
届
と
な
り
て
、
し
た
ゝ
か
に
目
算
違
ひ
た
る

上
に
、
漁
猟
な
く
浜
方
村
々
困
難
と
て
御
救
ひ
も
賜
ん
」

と
、
収
入
の
面
も
少
な
く
、

「
と
て
も
江
戸
御
下
し
金
ハ
不
足
せ
ん
と
申
こ
し
た
り
。

一
体
江
戸
よ
り
も
御
入
用
の
事
ハ
多
く
申
か
け
遣
せ
ど

も
、
又
御
在
所
表
よ
り
多
申
か
け
て
困
難
の
事
共
申
こ
す

な
れ
バ
、
猶
疑
ひ
ハ
申
せ
し
に
も
あ
ら
じ
と
お
も
え
ど
、

い
か
に
せ
ん
と
て
申
出
る
、
江
戸
御
雑
費
臨
時
の
多
き
事

ハ
近
年
莫
大
の
事
に
て
、
常
に
か
く
ハ
申
出
す
れ
ど
け
ふ

ハ
い
と
苦
し
き
容
に
覚
ゆ
。」

と
い
う
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
千
両
の
赤

字
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

千
両
を
現
在
の
通
貨
に
換
算
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
の

で
す
が
、
天
保
時
代
の
一
両
は
、
米
価
で
約
四
万
円
、
賃

金
で
三
〇
～
四
〇
万
円
、
そ
ば
の
代
金
で
十
二
～
十
三
万

円
で
す
。
江
戸
時
代
一
石
（
米
一
五
〇
㎏
）
が
約
一
両
と

い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
億
に
近
い
額
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
財
政
逼
迫
の
中
で
、
天
保
六
年
に

報
民
倉
を
建
て
米
穀
を
貯
蔵
す
る
な
ど
凶
荒
対
策
を
実
施

し
て
天
保
の
飢
饉
で
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
崋
山
及
び
田
原
藩
の
藩
政
が
高
く
評
価
で

き
ま
す
。

奏
者
番
内
願
を
反
対
さ
れ
た
康
直
に
つ
い
て
は
、

「
其
御
志
ハ
人
臣
の
常
な
が
ら
か
ゝ
る
御
困
乏
の
御
中

に
て
ハ
、
た
ゞ
権
門
賄
賂
の
費
弊
に
つ
か
れ
て
な
か
な
か

御
家
も
危
う
な
ら
せ
ら
れ
ん
と
い
ふ
。
こ
れ
を
御
思
召
あ

崋
山
の
田
原
行
（
十
五
）

崋
山
の
田
原
行
（
十
五
）

『
全
楽
堂
日
録
』
天
保
三
年
一
二
月
六
日



13

れ
バ
ま
た
い
つ
を
か
ぎ
り
に
御
願
出
ん
折
も
な
け
れ
バ
御

こ
ゝ
ろ
ぐ
る
し
く
思
召
よ
り
御
病
と
な
り
て
、
せ
め
て
こ

の
病
を
慰
ん
に
ハ
色
食
な
ら
で
ハ
な
き
と
て
、
い
よ
い
よ

御
志
さ
ま
ら
ず
、
た
ゞ
御
年
寄
を
御
責
な
さ
る
ゝ
よ
り
外

な
く
、」（
二
月
一
九
日
）

と
、
内
願
反
対
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
家
臣
を
責
め
て

ば
か
り
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
康
直
は
、
千
両

の
赤
字
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
側
女
探
し
を
し
ま
す
。

前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
康
直
が
田
原
に
養
子
に
来
た
頃

は
、「
巣
鴨
様
、
碩
量
院
様
、
御
奥
様
よ
り
も
御
側
女
の

事
御
勧
な
れ
ど
、
か
ゝ
る
御
窮
迫
の
中
な
れ
バ
唯
我
が
私

に
多
く
の
こ
が
ね
を
費
さ
ん
こ
と
を
御
思
召
さ
れ
御
辞
退

な
り
し
」
と
い
う
様
子
で
、「
御
初
政
の
美
」
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
側
女
探
し
の
理
由
が
、

「
ま
た
こ
と
し
御
在
城
の
御
つ
れ
づ
れ
に
御
側
女
御

か
ゝ
え
あ
ら
ん
と
て
、」（
二
月
一
九
日
）

「
つ
れ
づ
れ
」
と
い
う
言
葉
は
、吉
田
兼
好
の
『
徒
然
草
』

で
有
名
で
す
が
、
す
る
こ
と
が
な
く
て
退
屈
な
こ
と
と
い

う
意
味
で
す
。
本
稿
第
十
回
で
紹
介
し
た
田
原
で
の
康
直

の
様
子
「
か
ゝ
る
御
困
難
に
て
御
家
来
百
姓
も
ま
こ
と
に

く
る
し
き
か
ぎ
り
な
る
中
に
て
、
御
ひ
と
言
も
此
た
め
に

被
仰
出
た
る
事
な
き
ハ
い
か
に
や
」（
二
月
一
五
日
）
と

い
う
崋
山
の
不
満
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
養
子
に
来
て

五
年
足
ら
ず
で
、「
御
初
政
の
美
ゆ
る
み
」
で
す
。

し
か
も
、
側
女
探
し
の
結
果
が
、

「
側
女
御
撰
遊
れ
し
も
、
世
の
人
の
口
に
か
ゝ
る
ば
か

り
の
こ
と
に
て
、
三
河
屋
某
か
ら
い
だ
せ
し
女
凡
百
六
十

人
に
及
ぶ
と
ぞ
。
そ
の
ふ
た
り
ハ
御
抱
あ
り
し
が
、
御
伽

も
せ
で
御
暇
賜
り
た
り
。」（
天
保
三
年
八
月
三
日
）

財
政
が
豊
か
な
藩
の
藩
主
な
ら
ま
だ
し
も
、
側
女
候
補

と
し
て
百
六
十
人
も
の
女
性
を
召
し
出
さ
せ
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
召
し
抱
え
た
の
は
、
二
名
。
し
か
も
、
伽
も
さ
せ

ず
に
暇
を
出
し
ま
す
。

崋
山
は
、
こ
の
こ
と
を
、
二
月
一
九
日
に
も
記
し
て
い

ま
す
。

「
こ
ぞ
の
春
よ
り
都
下
に
て
百
六
十
人
も
御
目
見
え
あ

れ
ど
、
又
御
奥
の
女
中
ど
も
ゝ
妬
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
か
れ
ハ

あ
し
く
、
こ
れ
ハ
よ
ろ
し
か
ら
じ
な
ど
い
ふ
に
、
御
こ
ゝ

ろ
移
り
て
二
人
ま
で
御
か
ゝ
え
あ
り
し
も
一
夜
も
御
枕
席

に
侍
る
も
の
な
く
て
御
暇
玉
り
た
り
。
そ
が
中
に
御
国
元

へ
被
為
入
た
れ
バ
、
御
跡
よ
り
撰
て
奉
り
し
も
又
御
思
召

に
か
な
ハ
で
御
暇
玉
り
た
り
。」

こ
の
側
女
探
し
の
出
費
が
、「
そ
れ
こ
れ
合
せ
か
ぞ
ふ

れ
ば
、こ
れ
も
百
両
余
御
費
な
り
し
と
ぞ
。」（
八
月
三
日
）

と
、
約
百
両
。

奏
者
番
の
件
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
数
々
の

こ
と
か
ら
の
我
儘
、
過
酷
な
減
俸
、
藩
財
政
の
赤
字
千
両
、

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、「
か
ゝ
る
飢
に
も
い
た
り
な
ん

と
せ
る
な
か
に
、
ま
こ
と
御
暴
政
と
も
い
ふ
べ
き
に
や
。」

（
八
月
三
日
）
と
、
崋
山
に
と
っ
て
康
直
の
藩
政
は
「
御

暴
政
」
と
映
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
こ
れ
ま
つ
り
ご
と
に

あ
づ
か
る
も
の
ゝ
罪
に
し
あ
れ
バ
、」（
同
）
と
見
解
を
述

べ
ま
す
。

八
月
三
日
の
記
述
は
、
江
戸
に
い
た
崋
山
の
も
と
へ
届

い
た
佐
藤
半
助
か
ら
の
手
紙
で
知
っ
た
こ
と
な
の
で
、「
上

を
申
上
る
い
ハ
及
ば
ぬ
な
れ
ど
、
愁
る
ま
ゝ
に
記
し
ぬ
。」

（
同
）
と
、『
全
楽
堂
日
録
』
へ
の
記
述
だ
け
で
終
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
田
原
に
来
て
か
ら
は
、
今
ま
で
紹
介
し
た
よ

う
に
康
直
に
諫
言
し
て
い
ま
す
。

（
続
）

研
究
会
員　

柴
田
雅
芳

『
全
楽
堂
日
録
』
天
保
三
年
一
二
月
六
日
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本
索
引
は
第
二
十
一
号
よ
り
第
三
十
号
に
掲
載
さ
れ
た

内
容
を
収
録
し
ま
し
た
。

◆
巻
頭
言
◆

第
二
十
一
号	

崋
山
・
万
次
郎
・
諭
吉
…
川
澄
哲
夫	

一
頁

第
二
十
二
号	

客
坐
掌
記
（
天
保
三
年
）
に
描
か
れ
た
肥
満
英
国

人
…
松
田
清	
一
頁

第
二
十
三
号	

崋
山
が
見
い
だ
し
た
農
業
指
導
者
・
大
蔵
永
常
…

平
井
義
人	

一
頁

第
二
十
四
号	

崋
山
先
生
と
井
上
竹
逸
…
成
澤
勝
嗣	

一
頁

第
二
十
五
号	

渡
辺
崋
山
と
靉
光
と
…
牧
野
研
一
郎	

一
頁

第
二
十
六
号	

関
東
南
画
と
い
う
言
葉
…
安
村
敏
信	

一
頁

第
二
十
七
号	

渡
辺
崋
山
筆
《
溪
澗
野
雉
図
》
と
椿
椿
山
筆
『
足

利
遊
記
』
に
つ
い
て
…
月
本
寿
彦	

一
頁

第
二
十
八
号	

絵
が
取
り
結
ぶ
崋
山
と
大
蔵
永
常
と
の
縁
…
有
薗

正
一
郎	

一
頁

第
二
十
九
号	

本
間
祐
介
氏
と
渡
辺
崋
山
の
こ
と
…
田
中
章
夫	

		


一
頁

第
三
十
号	

オ
ー
デ
マ
ン
ス
「
一
八
二
四
年
ノ
略
史
」
の
原
本

は
東
京
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
…
崋
山
・
史
学

研
究
会	

一
頁

◆
地
元
の
声
◆

第
二
十
一
号	

崋
山
先
生
が
描
く
馬
…
山
田
俊
郎	

二
頁

第
二
十
二
号	

崋
山
の
里
を
歩
く
（
ガ
イ
ド
の
体
験
か
ら
）
…
林

和
彦	

二
頁

第
二
十
三
号	

小
澤
耕
一
氏
の
思
い
出	

二
頁

第
二
十
四
号	

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
…
河
合
煕
人	

二
頁

第
二
十
五
号	

渡
辺
亘
祥
氏
の
思
い
出	

二
頁

第
二
十
六
号	

田
原
の
歴
史
を
知
る
こ
と
、
田
原
を
愛
す
る
こ
と

…
山
本
明
子	

二
頁

第
二
十
七
号	

歴
史
を
発
見
す
る
…
眞
木
正
五	

二
頁

第
二
十
八
号	

郷
土
の
歴
史
と
渡
辺
崋
山
と
の
関
わ
り
…
神
谷
康

元	

二
頁

第
三
十
号	

ふ
る
さ
と
学
習
と
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
…
山
本
栄
子

		


三
頁

◆
画
家
渡
辺
崋
山
の
心
象
◆

第
二
十
一
号	
臨
摹
仇
英
洗
硯
之
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
…
磯

部
奈
三
子	

三
頁

第
二
十
二
号	

鍾
馗
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
…
磯
部
奈
三
子

		


三
頁

第
二
十
三
号	

秋
草
小
禽
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
…
鈴
木
利
昌

		


三
頁

第
二
十
四
号	

風
竹
図
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
…
鈴
木
利
昌	

三
頁

第
二
十
五
号	

林
述
斎
肖
像
稿
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
…
鈴
木
利

昌	

三
頁

第
二
十
六
号	

千
山
万
水
図
…
鈴
木
利
昌	
三
頁

第
二
十
七
号	

御
母
堂
栄
之
像
画
稿
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
…
鈴

木
利
昌	

三
頁

第
二
十
八
号	

馬
図
（
絵
馬
）
…
鈴
木
利
昌	

三
頁

◆
特
集
記
事
◆

第
二
十
一
号	

崋
山
会
報
索
引	

十
三
頁

臨
時
号	

『
少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
』
読
書
感
想
文
に
つ
い
て

		


一
頁

第
二
十
七
号	

『
少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
』
読
書
感
想
文
に
つ
い
て

		


十
頁

第
二
十
九
号	

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
つ
い
て	

二
頁

	

『
少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
』
読
書
感
想
文
に
つ
い
て

		


十
頁

◆
博
物
館
所
蔵
品
か
ら
◆

第
二
十
三
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
①	

七
頁

第
二
十
四
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
②	

八
頁

第
二
十
五
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
③	

八
頁

第
二
十
六
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
④	

八
頁

第
二
十
七
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
⑤	

八
頁

第
二
十
八
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
⑥	

八
頁

第
二
十
九
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
⑦	

八
頁

第
三
十
号	

渡
辺
崋
山
筆
『
客
坐
掌
記
（
天
保
九
年
）』
⑧	

八
頁

◆
資
料
紹
介
◆

第
二
十
一
号	

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
⑤
…
渡
辺
亘
祥	

四
頁

崋
山
会
報
索
引
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渡
辺
崋
山
『
俳
画
冊
』
鑑
賞
（
３
）
…
山
田
哲
夫

		


八
頁

第
二
十
二
号	

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
⑥
…
渡
辺
亘
祥	

四
頁

	
渡
辺
崋
山
『
俳
画
冊
』
鑑
賞
（
４
）
…
山
田
哲
夫

		


八
頁

第
二
十
三
号	

渡
辺
崋
山
外
国
事
情
書
⑦
…
渡
辺
亘
祥	

四
頁

第
二
十
四
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
①
…
加
藤
克
己	

四
頁

第
二
十
五
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
②
…
加
藤
克
己	

四
頁

第
二
十
六
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
③
…
加
藤
克
己	

四
頁

第
二
十
七
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
④
…
加
藤
克
己	

四
頁

第
二
十
八
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
⑤
…
加
藤
克
己	

四
頁

第
二
十
九
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
⑥
…
加
藤
克
己	

四
頁

第
三
十
号	

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
⑦
…
加
藤
克
己	
四
頁

◆
会
員
か
ら
◆

第
二
十
一
号	

崋
山
の
田
原
行
（
五
）
…
柴
田
雅
芳	

十
一
頁

第
二
十
二
号	

崋
山
の
田
原
行
（
六
）
…
柴
田
雅
芳	

十
二
頁

	

東
京
都
内　

崋
山
史
跡
を
訪
ね
て
…
藤
城
精
一

		


十
四
頁

第
二
十
三
号	

崋
山
の
田
原
行
（
七
）
…
柴
田
雅
芳	

十
二
頁

第
二
十
四
号	

崋
山
の
田
原
行
（
八
）
…
柴
田
雅
芳	

十
二
頁

	

平
成
二
十
一
年
度
崋
山
・
史
学
研
究
会
研
修
視
察	

四
州
真
景
―
佐
原　

銚
子
の
旅　

前
編
…
中
神
昌

秀	

十
四
頁

第
二
十
五
号	

崋
山
の
田
原
行
（
九
）
…
柴
田
雅
芳	

十
頁

	

平
成
二
十
一
年
度
崋
山
・
史
学
研
究
会
研
修
視
察	

四
州
真
景
―
佐
原　

銚
子
の
旅　

後
編
…
中
神
昌

秀	

十
二
頁

第
二
十
六
号	

平
成
二
十
二
年
度
崋
山
・
史
学
研
究
会
研
修
視
察

	

立
原
杏
所
を
訪
ね
る
―
水
戸
の
旅
…
鈴
木
利
昌

		


十
二
頁

	

崋
山
の
田
原
行
（
十
）
…
柴
田
雅
芳	

十
四
頁

第
二
十
七
号	

崋
山
の
田
原
行
（
十
一
）
…
柴
田
雅
芳	

十
四
頁

第
二
十
八
号	

平
成
二
十
三
年
度
崋
山
・
史
学
研
究
会
研
修
視
察

	

小
関
三
英
の
生
誕
地
―
鶴
岡
・
酒
田
の
旅
…
鈴
木

利
昌	

十
頁

	

崋
山
の
田
原
行
（
十
二
）
…
柴
田
雅
芳	

十
四
頁

第
二
十
九
号	

崋
山
の
田
原
行
（
十
三
）
…
柴
田
雅
芳	

十
四
頁

第
三
十
号	

平
成
二
十
四
年
度
崋
山
・
史
学
研
究
会
研
修
視
察

	

だ
ん
じ
り
の
町
岸
和
田
と
中
世
か
ら
の
商
業
都
市
・

堺
を
訪
ね
る
…
木
村
洋
介	

十
二
頁

	

崋
山
の
田
原
行
（
十
四
）
…
柴
田
雅
芳	

十
四
頁

◆
田
原
市
博
物
館
か
ら
ご
案
内
◆

第
二
十
一
号	
財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
二
号	

田
原
市
博
物
館
企
画
展「
新
収
蔵
仲
谷
孝
夫
展
」「
生

誕
一
二
〇
年　

書
聖　

鈴
木
翠
軒
展
」
ご
案
内

		


十
一
頁

	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
三
号	

田
原
市
博
物
館
企
画
展
「
道
家
珍
彦
展
―
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
と
渥
美
」	

十
四
頁

	

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展「
大
羽
梧
郎
・
工
藤
和
男
・

仲
谷
孝
夫
展
～
海
を
描
く
」「
第
二
十
四
回
ひ
な
祭

り
展
」	
十
五
頁

	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
四
号	

田
原
市
博
物
館
企
画
展
「
杉
浦
正
美
展
―
幻
想
と

創
造
の
世
界
」「
杉
浦
明
平
の
世
界
～
み
ん
ぺ
ー
さ

ん
の
記
憶
と
魅
力
」「
挿
絵
画
家　

宮
川
春
汀
展
」

		


十
一
頁

	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
五
号	

田
原
市
博
物
館
企
画
展
「
没
後
五
十
年
日
本
一
の

水
彩
画
家
～
中
田
恭
一
展
」

	

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
「
所
蔵
品
展
」「
第
二
十

五
回
ひ
な
祭
り
展
」	

十
五
頁

	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
六
号	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
七
号	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
八
号	

田
原
市
博
物
館
夏
の
企
画
展
「
出
光
美
術
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
花
鳥
の
美
～
珠
玉
の
日
本
・
東

洋
美
術
」	

十
三
頁

	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
二
十
九
号	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

第
三
十
号	

財
団
法
人
崋
山
会
・
博
物
館
か
ら
ご
案
内	

十
六
頁

崋
山
会
報
は
四
月
と
十
一
月
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

崋
山
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
、
崋
山
会
館
、

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

田
原
市
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.taharam

useum
.gr.jp

）
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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企
画
展
の
ご
案
内

十
月
十
九
日（
土
）
〜
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

特
別
展
　

渥
美
窯　

国
宝
を
生
ん
だ
そ
の
美

と
技

　
（
企
画
展
示
室
一
・
二
）

◎
講
演
会　

十
一
月
十
日（
日
）　

午
後
一
時
三

十
分
〜　

崋
山
会
館　

入
場
無
料

演
題「
日
本
の
美
の
源
流
|
国
宝
・
秋
草
文
壺

の
魅
力
に
迫
る
」

講
師
：
学
習
院
大
学
教
授　

荒
川
正
明
氏

◎
考
古
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
渥
美
窯
編
年
の
再
構

築
」　

十
一
月
二
日（
土
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四

時　

崋
山
会
館　

入
場
無
料（
先
着
一
四
〇
名
）

◎
見
学
ツ
ア
ー　
「
渥
美
窯
の
ふ
る
さ
と
を
巡
る
」

十
一
月
三
日（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時　

田
原
市
内　

参
加
無
料（
要
申
込
）

同
時
開
催
：
渡
辺
崋
山
名
品
展（
特
別
展
示
室
）

十
一
月
三
十
日（
土
）
〜
平
成
二
十
六
年
一
月

十
三
日（
月
・
祝
）

企
画
展
　

没
後
50
年
|
松
林
桂
月
展
|
水

墨
画
を
極
め
、
画
中
に
詠
う

　
（
特
別
展
示
室
、
企
画
展
示
室
一
・
二
）

　

渡
辺
崋
山
の
弟
子
野
口
幽
谷
に
師
事
し
、
文

化
勲
章
を
受
章
し
た
松
林
桂
月
の
作
品
約
八
〇

点
を
展
示
し
ま
す
。
展
示
替
あ
り
。

◎
講
演
会　

十
二
月
二
十
三
日（
月
・
祝
）　

午

後
一
時
三
十
分
〜　

崋
山
会
館　

入
場
無
料

演
題「
素
顔
の
松
林
桂
月
」

講
師
：
松
林
明
氏（
桂
月
の
孫
）

◎
展
示
解
説　

十
二
月
十
五
日（
日
）、
一
月
十

二
日（
日
）　

午
前
十
一
時
〜　

当
館
副
館
長　

鈴
木
利
昌平

常
展
の
ご
案
内

一
月
十
八
日（
土
）
〜
二
月
十
六
日（
日
）

渡
辺
崋
山
が
学
ぶ（
特
別
展
示
室
）

　

重
要
文
化
財
渡
辺
崋
山
孔
子
象
、
田
原
市
指

定
文
化
財
渡
辺
崋
山
旧
蔵
書
籍
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

二
月
二
十
二
日（
土
）
〜
四
月
六
日（
日
）

渡
辺
崋
山
と
弟
子
た
ち（
特
別
展
示
室
）

　

福
田
半
香
、
永
村
茜
山
、
椿
華
谷
、
立
原
春
沙

作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ひ
な
人
形
と
初
凧
展　
（
企
画
展
示
室
）

　

田
原
の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
ひ
な
人
形
や
田
原

凧
保
存
会
制
作
の
初
凧
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
中
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

常
設
展
示
室
で
は
渡
辺
崋
山
の
生
涯
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

民
俗
資
料
館
で
は
田
原
の
暮
ら
し
を
中
心
に

展
示
し
て
い
ま
す（
十
二
月
・
一
月
は
休
館
）。

　

渥
美
郷
土
資
料
館
・
赤
羽
根
文
化
会
館
展
示

室
で
も
所
蔵
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

観
覧
料

　
企
画
展　

一
般
五
〇
〇
円（
四
〇
〇
円
）

	

企
画
展
開
催
時
は
小
・
中
学
生
無
料

　

平
常
時	

一
般　
　

二
一
〇
円（
一
六
〇
円
）

	

小･

中
学
生　

一
〇
〇
円（
八
〇
円
）

	

（　

）内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

休
館　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）、
展
示
替
日

　
　
　

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
四
日

申
込
場
所　

崋
山
会
館
事
務
室

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修（
年
一
回
）に
参
加
で
き
ま
す
。

入
会
申
込
書
に
年
会
費
千
円
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

特
典

博
物
館
へ
の
無
料
入
館

展
覧
会
・
催
し
物
の
お
知
ら
せ

見
学
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

博
物
館
だ
よ
り（
年
数
回
）・
崋
山
会
報
を
お
送

り
し
ま
す
。

崋
山
会
報　

第
三
十
一
号

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
　

編
集
発
行　

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　

愿

　
　
　
　
　
　
　
　

常
務
理
事　

菰
田
稀
一

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

讃
岐
俊
宣

〒
四
四
一
―
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
一

編
集
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

	

吉
川
利
明	

山
田
哲
夫

	

林　

和
彦	

別
所
興
一

	

林　

哲
志	

中
村
正
子

	

小
川
金
一	

柴
田
雅
芳

	

加
藤
克
己	

中
神
昌
秀

	

石
川
洋
一	

小
林
一
弘

	

増
山
禎
之	

磯
部
奈
三
子

　

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・
田

原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
発
行
予
定　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日

（
公
財
）
崋
山
会
か
ら

　
崋
山･

史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

田
原
市
博
物
館
友
の
会
会
員
募
集
中

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

田
原
市
博
物
館
か
ら

ご
案
内


